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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、
立体画像、あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向
から観察される画像を直接観察することができる表示装
置を提供する。
【解決手段】液晶表示素子１の視角Ｂ１，Ｂ２の方向
を、少なくとも１つの画素に対応する幅の領域Ａ１，Ａ
２毎に交互に異ならせ、前記液晶表示素子１の各領域Ａ
１，Ａ２のうち、一方の方向に視角Ｂ１をもつ領域Ａ１
に、その領域Ａ１に対応する各画素の電極間への第１の
画像データに対応する書込み電圧の印加により前記第１
の画像データに応じた画像を表示させ、他方の方向に視
角Ｂ２をもつ領域Ａ２に、その領域Ａ２に対応する各画
素の電極間への第２の画像データに対応する書込み電圧
の印加により前記第２の画像データに応じた画像を表示
させるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶層を挟んで対向する一対の基板の内面
にそれぞれ互いに対向する領域により行方向および列方
向に配列する複数の画素を形成する電極が設けられると
ともに、前記液晶層の液晶分子を、少なくとも１つの画
素に対応する幅の領域毎に、これらの領域の視角の方向
が交互に異なる配向状態に配向させるための配向処理が
施されてなる液晶表示素子と、
前記液晶表示素子の前記各領域のうち、一方の方向に視
角をもつ領域に対応する各画素の電極間に第１の画像デ
ータに対応する書込み電圧を印加し、他方の方向に視角
をもつ領域に対応する各画素の電極間に第２の画像デー
タに対応する書込み電圧を印加する表示駆動手段とを備
えたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】液晶表示素子の視角方向が交互に異なる各
領域は、前記液晶表示素子の少なくとも１つの画素列の
ほぼ全長にわたって連続する帯状の領域であることを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】液晶表示素子は、一方の基板の内面に、複
数の走査電極が行方向に沿わせて互いに平行に設けら
れ、他方の基板の内面に、複数の信号電極が列方向に沿
わせて互いに平行に設けられた単純マトリックス液晶表
示素子であり、視角方向が交互に異なる各領域は、前記
信号電極のほぼ全長に対応する領域であることを特徴と
する請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】液晶表示素子は、一方の基板の内面に、行
方向および列方向に配列する複数の画素電極と、これら
の画素電極にそれぞれ接続された複数の薄膜トランジス
タと、各行の前記薄膜トランジスタにそれぞれゲート信
号を供給する複数のゲート配線と、各列の前記薄膜トラ
ンジスタにそれぞれデータ信号を供給する複数のデータ
配線とが設けられ、他方の基板の内面に、前記複数の画
素電極と対向する対向電極が設けられたアクティブマト
リックス液晶表示素子であり、視角方向が交互に異なる
各領域は、前記データ配線に沿う画素電極列のほぼ全長
に対応する領域であることを特徴とする請求項２に記載
の表示装置。
【請求項５】液晶層を挟んで対向する一対の基板の内面
にそれぞれ互いに対向する領域により複数の画素を形成
する電極が設けられるとともに、前記液晶層の液晶分子
を一方の方向に視角をもつ配向状態に配向させるための
配向処理が施されてなる第１の液晶表示素子と、
液晶層を挟んで対向する一対の基板の内面にそれぞれ互
いに対向する領域により複数の画素を形成する電極が設
けられるとともに、前記液晶層の液晶分子を前記第１の
液晶表示素子の視角の方向とは異なる方向に視角をもつ
配向状態に配向させるための配向処理が施されてなり、
前記第１の液晶表示素子の前後いずれかの側に配置され
た第２の液晶表示素子と、
前記第１の液晶表示素子の各画素の電極間に第１の画像
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データに対応する書込み電圧を印加し、前記第２の液晶
表示素子の各画素の電極間に第２の画像データに対応す
る書込み電圧を印加する表示駆動手段とを備えたことを
特徴とする表示装置。
【請求項６】第１の液晶表示素子と第２の液晶表示素子
は、互いに相反する方向に傾動可能に設けられているこ
とを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、立体画像、ある
いは、対戦ゲーム画像等のような２方向から観察される
画像を表示する表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、立体画像を表示する表示装置とし
ては、一方の方向に沿った直線偏光を出射する第１の液
晶表示素子と、前記第１の液晶表示素子の出射光の偏光
方向とは異なる方向に沿った直線偏光を出射する第２の
液晶表示素子とを備え、前記第１の液晶表示素子に右目
用の画像を表示させ、前記第２の液晶表示素子に左目用
の画像を表示させるとともに、これらの液晶表示素子の
表示画像を投影手段により同じスクリーン上に投影し、
その投影画像を、表示観察者に、前記第１の液晶表示素
子の出射光の偏光方向に沿った方向に透過軸をもつ右目
用偏光板と、前記第２の液晶表示素子からの出射光の偏
光方向に沿った方向に透過軸をもつ左目用偏光板とを備
えた観察用眼鏡を用いて立体画像として観察させるよう
にしたものがある。
【０００３】なお、この表示装置の原理は、立体画像表
示装置の他に、例えば、対戦ゲーム画像等のような２方
向から観察される画像を表示する２方向観察型表示装置
にも適用でき、その場合は、前記第１の液晶表示素子
に、表示装置の一方の側から画面を見る一方の観察者用
の画像を表示させ、第２の液晶表示素子に、表示装置の
反対側から画面を見る他方の観察者用の画像を表示させ
てその両方の画像をスクリーン上に投影し、一方の観察
者に、前記第１の液晶表示素子からの出射光の偏光方向
に沿った方向に透過軸をもつ偏光板を備えた観察用眼鏡
を用いてその観察者用の画像を観察させ、他方の観察者
に、前記第２の液晶表示素子からの出射光の偏光方向に
沿った方向に透過軸をもつ偏光板を備えた観察用眼鏡を
用いてその観察者用の画像を観察させるようにすること
により、両方の観察者にそれぞれ、その観察者用の画像
を観察させることができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来の表
示装置は、その表示を観察するのに、偏光板を備えた観
察用眼鏡を使用しなければならないという煩わしさがあ
る。
【０００５】この発明は、偏光板を備えた観察用眼鏡を
用いることなく、立体画像、あるいは、対戦ゲーム画像
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等のような２方向から観察される画像を直接観察するこ
とができる表示装置を提供することを目的としたもので
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】この発明の表示装置は、
液晶層を挟んで対向する一対の基板の内面にそれぞれ互
いに対向する領域により行方向および列方向に配列する
複数の画素を形成する電極が設けられるとともに、前記
液晶層の液晶分子を、少なくとも１つの画素に対応する
幅の領域毎に、これらの領域の視角の方向が交互に異な
る配向状態に配向させるための配向処理が施されてなる
液晶表示素子と、前記液晶表示素子の前記各領域のう
ち、一方の方向に視角をもつ領域に対応する各画素の電
極間に第１の画像データに対応する書込み電圧を印加
し、他方の方向に視角をもつ領域に対応する各画素の電
極間に第２の画像データに対応する書込み電圧を印加す
る表示駆動手段とを備えたことを特徴とするものであ
る。
【０００７】この表示装置は、立体画像、あるいは、対
戦ゲーム画像等のような２方向から観察される画像を表
示するものであり、立体画像表示装置の場合は、前記液
晶表示素子の少なくとも１つの画素に対応する幅の各領
域のうち、１つ置きの領域にそれぞれ、その領域の液晶
分子を表示の観察側から見て右方向に視角をもつ配向状
態に配向させるための配向処理が施され、他の１つ置き
の領域にそれぞれ、その領域の液晶分子を表示の観察側
から見て左方向に視角をもつ配向状態に配向させるため
の配向処理が施され、前記表示駆動手段は、前記液晶表
示素子の前記各領域のうち、右方向に視角をもつ１つ置
きの領域に対応する各画素の電極間に右目用の画像デー
タに対応する書込み電圧を印加し、左方向に視角をもつ
１つ置きの領域に対応する各画素の電極間に左目用の画
像データに対応する書込み電圧を印加するように構成さ
れる。
【０００８】この立体画像表示装置は、前記液晶表示素
子の前記各領域のうち、右目用画像データに対応する書
込み電圧が印加される画素に対応する領域の視角が表示
の観察側から見て右方向にあり、左目用画像データに対
応する書込み電圧が印加される画素に対応する領域の視
角が表示の観察側から見て左方向にあるため、前記右目
用画像データに対応する書込み電圧が印加される画素に
対応する領域に表示される右目用画像が表示観察者の右
目に見え、前記左目用画像データに対応する書込み電圧
が印加される画素に対応する領域に表示される左目用画
像が表示観察者の左目に見える表示を行ない、その右目
用画像と左目用画像とが合成された立体画像を観察させ
ることができる。
【０００９】なお、前記液晶表示素子の右目用画像を表
示する領域と左目用画像を表示する領域は交互に並んで
おり、しかも、これらの領域は、少なくとも１つの画素
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に対応する極く小さい幅の領域であるため、表示観察者
には、１つ置きの領域により表示される右目用画像と、
他の１つ置きの領域により表示される左目用画像とがそ
れぞれ切れ目の無い連続した画像のように見え、その右
目用画像と左目用画像とが合成された品質の良い立体画
像が観察される。
【００１０】また、対戦ゲーム画像等のような２方向か
ら観察される画像を表示する２方向観察型表示装置の場
合は、前記液晶表示素子の少なくとも１つの画素に対応
する幅の各領域のうち、１つ置きの領域に、その領域の
液晶分子を一方の方向に視角をもつ配向状態に配向させ
るための配向処理が施され、他の１つ置きの領域にそれ
ぞれ、その領域の液晶分子を前記一方の方向とは反対の
方向に視角をもつ配向状態に配向させるための配向処理
が施され、前記表示駆動手段は、前記液晶表示素子の前
記各領域のうち、一方の方向に視角をもつ１つ置きの領
域に対応する各画素の電極間に一方の観察者用の画像デ
ータに対応する書込み電圧を印加し、反対方向に視角を
もつ１つ置きの領域に対応する各画素の電極間に他方の
観察者用の画像データに対応する書込み電圧を印加する
ように構成される。
【００１１】この２方向観察型表示装置は、前記液晶表
示素子の前記各領域のうち、一方の観察者用画像データ
に対応する書込み電圧が印加される画素に対応する領域
の視角が一方の方向にあり、他方の観察者用画像データ
に対応する書込み電圧が印加される画素に対応する領域
の視角が反対方向にあるため、表示装置の一方の側から
画面を見る一方の観察者に、その観察者用の画像データ
に対応する書込み電圧が印加された画素に対応する領域
に表示される一方の観察者用画像を観察させ、表示装置
の反対側から画面を見る他方の観察者に、その観察者用
の画像データに対応する書込み電圧が印加された画素に
対応する領域に表示される他方の観察者用画像を観察さ
せることができる。
【００１２】すなわち、この発明の表示装置は、液晶表
示素子の視角の方向を、少なくとも１つの画素に対応す
る幅の領域毎に交互に異ならせ、前記液晶表示素子の前
記各領域のうち、一方の方向に視角をもつ領域に、その
領域に対応する各画素の電極間への第１の画像データに
対応する書込み電圧の印加により前記第１の画像データ
に応じた画像を表示させ、他方の方向に視角をもつ領域
に、その領域に対応する各画素の電極間への第２の画像
データに対応する書込み電圧の印加により前記第２の画
像データに応じた画像を表示させるようにしたものであ
り、この表示装置によれば、従来の表示装置のように偏
光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立体画像、
あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向から観察さ
れる画像を直接観察することができる。
【００１３】また、この発明の他の表示装置は、液晶層
を挟んで対向する一対の基板の内面にそれぞれ互いに対
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向する領域により複数の画素を形成する電極が設けられ
るとともに、前記液晶層の液晶分子を一方の方向に視角
をもつ配向状態に配向させるための配向処理が施されて
なる第１の液晶表示素子と、液晶層を挟んで対向する一
対の基板の内面にそれぞれ互いに対向する領域により複
数の画素を形成する電極が設けられるとともに、前記液
晶層の液晶分子を前記第１の液晶表示素子の視角の方向
とは異なる方向に視角をもつ配向状態に配向させるため
の配向処理が施されてなり、前記第１の液晶表示素子の
前後いずれかの側に配置された第２の液晶表示素子と、
前記第１の液晶表示素子の各画素の電極間に第１の画像
データに対応する書込み電圧を印加し、前記第２の液晶
表示素子の各画素の電極間に第２の画像データに対応す
る書込み電圧を印加する表示駆動手段とを備えたことを
特徴とするものである。
【００１４】この表示装置も、立体画像、あるいは、対
戦ゲーム画像等のような２方向から観察される画像を表
示するものであり、立体画像表示装置の場合は、前記第
１と第２の液晶表示素子のうち、一方の液晶表示素子
に、液晶分子を表示の観察側から見て右方向に視角をも
つ配向状態に配向させる配向処理が施され、他方の液晶
表示素子に、液晶分子を表示の観察側から見て左方向に
視角をもつ配向状態に配向させる配向処理が施され、前
記表示駆動手段は、右方向に視角をもつ前記一方の液晶
表示素子の各画素の電極間に右目用の画像データに対応
する書込み電圧を印加し、左方向に視角をもつ前記他方
の液晶表示素子の各画素の電極間に左目用の画像データ
に対応する書込み電圧を印加するように構成される。
【００１５】この立体画像表示装置は、前記第１と第２
の液晶表示素子のうち、右目用画像データに対応する書
込み電圧が印加される一方の液晶表示素子の視角が表示
の観察側から見て右方向にあり、左目用画像データに対
応する書込み電圧が印加される他方の液晶表示素子の視
角が表示の観察側から見て左方向にあるため、前記右目
用画像データに対応する書込み電圧が印加される一方の
液晶表示素子により表示される右目用画像が表示観察者
の右目に見え、前記左目用画像データに対応する書込み
電圧が印加される他方の液晶表示素子により表示される
左目用画像が表示観察者の左目に見える表示を行ない、
その右目用画像と左目用画像とが合成された立体画像を
観察させることができる。
【００１６】また、対戦ゲーム画像等のような２方向か
ら観察される画像を表示する２方向観察型表示装置の場
合は、前記第１と第２の液晶表示素子のうち、一方の液
晶表示素子に、液晶分子を一方の方向に視角をもつ配向
状態に配向させる配向処理が施され、他方の液晶表示素
子に、液晶分子を前記一方の方向とは反対の方向に視角
をもつ配向状態に配向させる配向処理が施され、前記表
示駆動手段は、前記第１と第２の液晶表示素子の液晶表
示素子のうち、一方の方向に視角をもつ一方の液晶表示
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素子の各画素の電極間に一方の観察者用の画像データに
対応する書込み電圧を印加し、反対方向に視角をもつ他
方の液晶表示素子の各画素の電極間に他方の観察者用の
画像データに対応する書込み電圧を印加するように構成
される。
【００１７】この２方向観察型表示装置は、一方の観察
者用画像データに対応する書込み電圧が印加される一方
の液晶表示素子の視角が一方の方向にあり、他方の観察
者用画像データに対応する他方の液晶表示素子の視角が
反対方向にあるため、表示装置の一方の側から画面を見
る一方の観察者に、その観察者用の画像データに対応す
る書込み電圧が印加された一方の液晶表示素子により表
示される一方の液晶表示素子により表示される一方の観
察者用画像を観察させ、表示装置の反対側から画面を見
る他方の観察者に、その観察者用の画像データに対応す
る書込み電圧が印加された他方の液晶表示素子により表
示される他方の観察者用画像を観察させることができ
る。
【００１８】すなわち、この発明の他の表示装置は、一
方の方向に視角をもつ第１の液晶表示素子の前後いずれ
かの側に、前記第１の液晶表示素子の視角の方向とは異
なる方向に視角をもつ第２の液晶表示素子を配置し、前
記第１の液晶表示素子に、その各画素の電極間への第１
の画像データに対応する書込み電圧の印加により前記第
１の画像データに応じた画像を表示させ、前記第２の液
晶表示素子に、その各画素の電極間への第２の画像デー
タに対応する書込み電圧の印加により前記第２の画像デ
ータに応じた画像を表示させるようにしたものであり、
この表示装置によれば、従来の表示装置のように偏光板
を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立体画像、ある
いは、対戦ゲーム画像等のような２方向から観察される
画像を直接観察することができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】この発明の表示装置は、上記のよ
うに、液晶表示素子の視角の方向を、少なくとも１つの
画素に対応する幅の領域毎に交互に異ならせ、前記液晶
表示素子の前記各領域のうち、一方の方向に視角をもつ
領域に、その領域に対応する各画素の電極間への第１の
画像データに対応する書込み電圧の印加により前記第１
の画像データに応じた画像を表示させ、他方の方向に視
角をもつ領域に、その領域に対応する各画素の電極間へ
の第２の画像データに対応する書込み電圧の印加により
前記第２の画像データに応じた画像を表示させることに
より、偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立
体画像、あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向か
ら観察される画像を直接観察することができるようにし
たものである。
【００２０】この表示装置において、前記液晶表示素子
の視角方向が交互に異なる各領域は、前記液晶表示素子
の少なくとも１つの画素列のほぼ全長にわたって連続す
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7
る帯状の領域であるのが望ましい。
【００２１】また、前記液晶表示素子が、一方の基板の
内面に、複数の走査電極が行方向に沿わせて互いに平行
に設けられ、他方の基板の内面に、複数の信号電極が列
方向に沿わせて互いに平行に設けられた単純マトリック
ス液晶表示素子である場合、前記視角方向が交互に異な
る各領域は、データ信号が供給される前記信号電極のほ
ぼ全長に対応する領域であるのが望ましい。
【００２２】さらに、前記液晶表示素子が、一方の基板
の内面に、行方向および列方向に配列する複数の画素電
極と、これらの画素電極にそれぞれ接続された複数のＴ
ＦＴ（薄膜トランジスタ）と、各行の前記ＴＦＴにそれ
ぞれゲート信号を供給する複数のゲート配線と、各列の
前記ＴＦＴにそれぞれデータ信号を供給する複数のデー
タ配線とが設けられ、他方の基板の内面に、前記複数の
画素電極と対向する対向電極が設けられたアクティブマ
トリックス液晶表示素子である場合、前記視角方向が交
互に異なる各領域は、前記データ配線に沿う画素電極列
のほぼ全長に対応する領域であるのが望ましい。
【００２３】また、この発明の他の表示装置は、上記の
ように、液晶分子を一方の方向に視角をもつ配向状態に
配向させるための配向処理が施された第１の液晶表示素
子の前後いずれかの側に、液晶分子を前記第１の液晶表
示素子の視角の方向とは異なる方向に視角をもつ配向状
態に配向させるための配向処理が施された第２の液晶表
示素子を配置し、前記第１の液晶表示素子に、その各画
素の電極間への第１の画像データに対応する書込み電圧
の印加により前記第１の画像データに応じた画像を表示
させ、前記第２の液晶表示素子に、その各画素の電極間
への第２の画像データに対応する書込み電圧の印加によ
り前記第２の画像データに応じた画像を表示させること
により、偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、
立体画像、あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向
から観察される画像を直接観察することができるように
したものである。
【００２４】この表示装置において、前記第１の液晶表
示素子と第２の液晶表示素子は、互いに相反する方向に
傾動可能に設けるのが望ましい。
【００２５】
【実施例】図１～図３はこの発明の第１の実施例を示し
ており、図１は立体画像表示装置の正面図、図２は前記
立体画像表示装置を構成する液晶表示素子の一部分の拡
大断面図、図３は前記液晶表示素子の配向処理状態を示
す一部分の拡大正面図である。
【００２６】この立体画像表示装置１は、図１のよう
に、液晶表示素子２と、前記液晶表示素子２を駆動する
表示駆動手段１３とを備えている。
【００２７】前記液晶表示素子２は、液晶層１０を挟ん
で対向する前後一対の透明基板３，４の内面にそれぞれ
互いに対向する領域により行方向および列方向に配列す
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る複数の画素を形成する透明な電極５，６が設けられた
ものであり、前記一対の基板３，４は、液晶表示素子２
の画面領域を囲む枠状のシール材９を介して接合されて
おり、これらの基板３，４間の前記シール材９により囲
まれた画面領域に前記液晶層１０が設けられている。
【００２８】この液晶表示素子２は、単純マトリックス
液晶表示素子であり、一方の基板、例えば表示の観察側
である前側の基板３の内面に設けられた電極５は、行方
向（画面の左右方向）に沿わせて互いに平行に形成され
た複数の走査電極、後側基板４の内面に設けられた電極
６は、列方向（画面の上下方向）に沿わせて互いに平行
に形成された複数の信号電極である。
【００２９】なお、図１に示したように、前記前側基板
３は、その一端縁部が後側基板４の外側に突出する形状
に形成され、後側基板４は、その一側縁部が前側基板３
の外側に突出する形状に形成されており、前記前側基板
３の突出縁部に、この前側基板３の内面に設けられた前
記複数の走査電極５の端子部（図示せず）が配列形成さ
れ、前記後側基板４の突出縁部に、この後側基板４の内
面に設けられた前記複数の信号電極６の端子部（図示せ
ず）が配列形成されている。
【００３０】また、前記一対の基板３，４の内面にはそ
れぞれ前記電極５，６を覆って配向膜７，８が設けられ
ており、これらの配向膜７，８に、液晶層１０の液晶分
子を、１つの画素（走査電極５と信号電極６とが互いに
対向する領域）に対応する幅の領域Ａ１毎に、これらの
領域Ａ１の視角Ｂ１，Ｂ２の方向が交互に異なる配向状
態に配向させるための配向処理が施されている。
【００３１】なお、この実施例では、前記各領域Ａ１，
Ａ２をそれぞれ、１つの画素に対応する幅（１本の信号
電極６に対応する幅）で、且つ画素列のほぼ全長にわた
って連続する帯状の領域としており、したがって、前記
各領域Ａ１，Ａ２に、むらの無い均一な配向処理を施す
ことができる。
【００３２】すなわち、前記基板３，４の内面の配向処
理は、基板３，４の内面に配向膜７，８を形成し、その
配向膜７，８の膜面を、前記各領域Ａ１，Ａ２のうちの
１つ置きの第１の領域Ａ１に対応する領域をマスクして
一方向にラビングし、次いで、前記配向膜７，８の膜面
を、他の１つ置きの第２の領域Ａ２に対応する領域をマ
スクして他の方向にラビングすることにより行なうが、
前記各領域Ａ１，Ａ２は画素列のほぼ全長にわたって連
続する帯状の領域であるため、前記配向膜７，８の前記
第１の領域Ａ１に対応する領域と、前記第２の領域Ａ２
に対応する領域とをそれぞれその全域にわたって均等に
ラビングし、むらの無い均一な配向処理を施すことがで
きる。
【００３３】前記液晶表示素子２は、前記液晶層１０の
液晶分子を一対の基板３，４間においてほぼ９０度のツ
イスト角でツイスト配向させるとともに、前記一対の基
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9
板３，４の外面にそれぞれ偏光板１１，１２を配置した
ＴＮ（ツイステッドネマティック）型のものであり、前
記液晶層１０の液晶分子は、前記一対の基板３，４の内
面に施された配向処理により、それぞれの基板３，４の
近傍における配向方向を規制され、前記各領域Ａ１，Ａ
２毎に、これらの領域Ａ１，Ａ２の視角Ｂ１，Ｂ２の方
向が交互に異なる配向状態に配向している。
【００３４】さらに、この実施例では、前記各領域Ａ
１，Ａ２を、画面の上下方向に沿った領域、つまり、前
記複数の走査電極５と信号電極６のうちのデータ信号が
供給される信号電極６のほぼ全長に対応する領域として
いる。
【００３５】なお、図１では便宜上、液晶表示素子２の
前記各領域Ａ１，Ａ２の幅を大きく誇張して示している
が、前記液晶表示素子２の１つの画素の縦横の幅はそれ
ぞれ１００μｍ～２００μｍであり、したがって、前記
各領域Ａ１，Ａ２の幅は、１００μｍ～２００μｍの極
く小さい幅である。
【００３６】この実施例では、前記液晶表示素子２の各
画素列にそれぞれ対応する幅の各領域Ａ１，Ａ２のう
ち、１つ置きの領域Ａ１に、その領域Ａ１の液晶分子を
表示の観察側（前側）から見て右方向に視角Ｂ１をもつ
配向状態に配向させるための配向処理を施し、他の１つ
置きの領域Ａ２に、その領域Ａ２の液晶分子を表示の観
察側から見て左方向に視角Ｂ２をもつ配向状態に配向さ
せるための配向処理を施している。
【００３７】図３において、３ａは前記液晶表示素子２
の前側基板３の近傍における液晶分子の配向方向、４ａ
は後側基板４の近傍における液晶分子の配向方向を示し
ている。
【００３８】図３のように、前記液晶表示素子２の各領
域Ａ１，Ａ２のうち、１つ置きの領域（以下、第１の領
域と言う）Ａ１には、前側基板３の近傍の液晶分子を、
画面の横軸ｘに対し前側から見て右回りにほぼ４５度ず
れた方向に配向させ、後側基板４の近傍の液晶分子を、
前記横軸ｘに対し前側から見て左回りにほぼ４５度ずれ
た方向に配向させる配向処理が施されており、液晶分子
は、図に破線矢印で示したように、後側基板４から前側
基板３に向かい、前側から見て右回りにほぼほぼ９０度
のツイスト角でツイスト配向している。
【００３９】そのため、前記１つ置きの第１の領域Ａ１
の視角Ｂ１は、前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表示の
観察側（前側）から見て右方向にある。
【００４０】また、他の１つ置きの領域（以下、第２の
領域と言う）Ａ２には、前側基板３の近傍の液晶分子
を、前記第１の領域Ａ１の前側基板３の近傍における液
晶分子配向方向３ａに対してほぼ正反対の方向に配向さ
せ、後側基板４の近傍の液晶分子を、前記第１の領域Ａ
１の後側基板４の近傍における液晶分子配向方向４ａに
対してほぼ正反対の方向に配向させる配向処理が施され
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ており、液晶分子は、図に破線矢印で示したように、後
側基板４から前側基板３に向かい、前側から見て右回り
にほぼほぼ９０度のツイスト角でツイスト配向してい
る。
【００４１】そのため、前記他の１つ置きの第２の領域
Ａ２の視角Ｂ２は、前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表
示の観察側（前側）から見て左方向にある。
【００４２】また、前記液晶表示素子２の一対の基板
３，４の外面にそれぞれ配置された偏光板１１，１２は
いずれも、一方の方向に透過軸をもつ通常の偏光板であ
り、一方の偏光板、例えば前側偏光板１１は、その透過
軸を、前記第１および第２の領域Ａ１，Ａ２の前側基板
３の近傍における液晶分子の配向方向３ａのうち、一方
の領域（例えば第１の領域Ａ１）の液晶分子配向方向と
ほぼ平行にし、他方の領域（例えば第２の領域Ａ２）の
液晶分子配向方向とほぼ直交させて前側基板３の外面に
貼り付けられ、他方の後側偏光板１２は、その透過軸
を、前記前側偏光板１１の透過軸とほぼ直交させるか、
あるいはほぼ平行にして後側基板４の外面に貼り付けら
れている。
【００４３】一方、前記表示駆動手段１３は、走査側駆
動回路１４および信号側駆動回路１５とその制御回路１
６とからなっており、前記走査側駆動回路１４から前記
液晶表示素子２の各走査電極５に順次走査信号を供給
し、それに同期して前記信号側駆動回路１５から前記液
晶表示素子２の１つ置きの第１の領域Ａ１に対応する各
信号電極６にそれぞれ第１の画像データ信号を供給し、
他の１つ置きの第２の領域Ａ２に対応する各信号電極６
にそれぞれ第２の画像データ信号を供給することによ
り、前記液晶表示素子２の各領域Ａ１，Ａ２のうち、前
記第１の領域Ａ１に対応する各画素の電極５，６間に第
１の画像データに対応する書込み電圧を印加し、第２の
領域Ａ２に対応する各画素の電極間に第２の画像データ
に対応する書込み電圧を印加する。
【００４４】この実施例の表示装置１は立体画像表示装
置であるため、前記表示駆動手段１３は、前記液晶表示
素子２の右方向に視角Ｂ１をもつ１つ置きの第１の領域
Ａ１に対応する各信号電極６にそれぞれ右目用の画像デ
ータ信号を供給し、左方向に視角Ｂ２をもつ１つ置きの
第２の領域Ａ２に対応する各信号電極６にそれぞれ左目
用の画像データ信号を供給することにより、前記液晶表
示素子２の右方向に視角Ｂ１をもつ第１の領域Ａ１に対
応する各画素の電極５，６間に右目用の画像データに対
応する書込み電圧を印加し、左方向に視角Ｂ２をもつ第
２の領域Ａ２に対応する各画素の電極５，６間に左目用
の画像データに対応する書込み電圧を印加するように構
成されている。
【００４５】なお、この実施例では、上述したように、
前記液晶表示素子２の右方向に視角Ｂ１をもつ１つ置き
の第１の領域Ａ１と、左方向に視角Ｂ２をもつ他の１つ
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11
置きの第２の領域Ａ２とを、データ信号が供給される信
号電極６のほぼ全長に対応する領域としているため、複
数の信号電極６にそれぞれ供給する画像データ信号は、
右目用と左目用のいずれか一方の画像データ信号でよ
く、したがって、前記表示駆動手段１３の構成を簡単に
することができる。
【００４６】すなわち、前記液晶表示素子２の右方向に
視角Ｂ１をもつ１つ置きの第１の領域Ａ１と、左方向に
視角Ｂ２をもつ他の１つ置きの第２の領域Ａ２は、この
実施例とは逆に、走査電極５のほぼ全長に対応する領域
としてもよいが、その場合は、複数の信号電極６にそれ
ぞれ、右目用の画像データ信号と左目用の画像データ信
号とを交互に供給しなければならないため、前記表示駆
動手段１３の走査側駆動回路１４の構成が複雑になる。
【００４７】しかし、この実施例のように、前記液晶表
示素子２の右方向に視角Ｂ１をもつ１つ置きの第１の領
域Ａ１と、左方向に視角Ｂ２をもつ他の１つ置きの第２
の領域Ａ２とを、データ信号が供給される信号電極６の
ほぼ全長に対応する領域とすれば、複数の信号電極６に
それぞれ供給する画像データ信号は、右目用と左目用の
画像データ信号のうちの一方の信号でよいため、前記表
示駆動手段１３の走査側駆動回路１４の構成を簡単にす
ることができる。
【００４８】この実施例の立体画像表示装置１は、前記
液晶表示素子２の前記各領域Ａ１，Ａ２のうち、右目用
画像データに対応する書込み電圧が印加される画素に対
応する第１の領域Ａ１の視角Ｂ１が表示の観察側から見
て右方向にあり、左目用画像データに対応する書込み電
圧が印加される画素に対応する第２の領域Ａ２の視角Ｂ
２が表示の観察側から見て左方向にある。
【００４９】そして、表示装置の表示は正面方向（画面
の法線に沿った付近の方向）から観察されるため、表示
観察者の右目に、前記右目用画像データに対応する書込
み電圧が印加された一方の液晶表示素子により表示され
る右目用画像が観察され、左目に、前記左目用画像デー
タに対応する書込み電圧が印加された他方の液晶表示素
子により表示される左目用画像が観察され、その右目用
画像と左目用画像とが合成された立体画像が観察され
る。
【００５０】そのため、この立体画像表示装置１によれ
ば、従来の立体画像表示装置のように偏光板を備えた観
察用眼鏡を用いることなく、立体画像を直接観察するこ
とができる。
【００５１】また、この立体画像表示装置１は、１つの
液晶表示素子２に右目用と左目用の両方の画像を表示さ
せるものであるが、前記液晶表示素子２の右目用画像を
表示する第１の領域Ａ１と左目用画像を表示する第２の
領域Ａ２は交互に並んでおり、しかも、これらの領域Ａ
１，Ａ２は、１つの画素に対応する極く小さい幅の領域
であるため、表示観察者には、１つ置きの第１の領域Ａ
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１により表示される右目用画像と、他の１つ置きの第２
の領域Ａ２により表示される左目用画像とがそれぞれ切
れ目の無い連続した画像のように見え、その右目用画像
と左目用画像とが合成された品質の良い立体画像が観察
される。
【００５２】なお、上記実施例の立体画像表示装置１
は、液晶表示素子２を単純マトリックス型液晶表示素子
としたものであるが、液晶表示素子は、ＴＦＴ（薄膜ト
ランジスタ）を能動素子とするアクティブマトリックス
型液晶表示素子でもよい。
【００５３】図４はこの発明の第２の実施例を示す立体
画像表示装置を構成する液晶表示素子の一部分の正面図
である。
【００５４】この液晶表示素子２０は、ＴＦＴを能動素
子とするアクティブマトリックス型液晶表示素子であ
り、前後一対の透明基板２１，２２のうち、一方の基
板、例えば後側基板２２の内面に、行方向および列方向
にマトリックス状に配列する複数の透明な画素電極２３
と、これらの画素電極２３にそれぞれ接続された複数の
ＴＦＴ２４と、各行のＴＦＴ２４にそれぞれゲート信号
を供給する複数のゲート配線３０と、各列のＴＦＴ２４
にそれぞれデータ信号を供給する複数のデータ配線３１
とが設けられ、他方の基板、例えば前側基板２１の内面
に、前記複数の画素電極２３と対向する一枚膜状の透明
な対向電極（図示せず）が設けられている。
【００５５】なお、前記ＴＦＴ２４は、後側基板２２上
に形成されたゲート電極２５と、前記ゲート電極２５を
覆って後側基板２２上のほぼ全体に形成された透明なゲ
ート絶縁膜２６と、前記ゲート絶縁膜２６の上に前記ゲ
ート電極２５と対向させて設けられたｉ型半導体膜２７
と、前記ｉ型半導体膜２７の両側部の上に図示しないｎ
型半導体膜を介して設けられたソース電極２８およびド
レイン電極２９とからなっている。
【００５６】また、前記ゲート配線３０は、後側基板２
２上に前記ＴＦＴ２４のゲート電極２５と一体に形成さ
れており、前記データ配線３１は、前記ゲート絶縁膜２
６の上に形成されて前記ＴＦＴ２４のドレイン電極２９
に接続されている。
【００５７】さらに、前記画素電極２３は、前記ゲート
絶縁膜２６の上に形成されており、その画素電極２３に
対応するＴＦＴ２４のソース電極２８に接続されてい
る。
【００５８】また、前記一対の基板２１，２２の内面に
はそれぞれ配向膜（図示せず）が設けられており、これ
らの配向膜に、少なくとも１つの画素（画素電極２３と
対向電極とが互いに対向する領域）に対応する幅の領域
Ｃ１，Ｃ２毎に、これらの領域Ｃ１，Ｃ２の視角Ｄ１，
Ｄ２の方向が交互に異なる配向状態に配向させるための
配向処理が施されている。
【００５９】なお、この実施例では、前記各領域Ｃ１，
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Ｃ２をそれぞれ、１つの画素列のほぼ全長にわたって連
続する帯状の領域としており、したがって、前記各領域
Ｃ１，Ｃ２に、むらの無い均一な配向処理を施すことが
できる。
【００６０】そして、前記一対の基板２１，２２は、液
晶表示素子２の画面領域を囲む図示しない枠状のシール
材を介して接合されており、これらの基板２１，２２間
の前記シール材により囲まれた画面領域に液晶層（図示
せず）が設けられている。
【００６１】さらに、この液晶表示素子２０は、前記液
晶層の液晶分子を一対の基板２１，２２間においてほぼ
９０度のツイスト角でツイスト配向させるとともに、前
記一対の基板２１，２２の外面にそれぞれ偏光板（図示
せず）を配置したＴＮ型のものであり、前記液晶層の液
晶分子は、前記一対の基板２１，２２の内面に施された
配向処理により、それぞれの基板２１，２２の近傍にお
ける配向方向を規制され、前記少なくとも１つの画素に
対応する幅の領域Ｃ１，Ｃ２毎に、その各領域Ｃ１，Ｃ
２の視角Ｄ１，Ｄ２の方向が交互に異なる配向状態に配
向している。
【００６２】さらに、この実施例では、前記各領域Ｃ
１，Ｃ２を、画面の上下方向に沿った領域、つまり、前
記データ配線３１に沿う画素電極列のほぼ全長に対応す
る領域とするとともに、前記各領域Ｃ１，Ｃ２の幅を、
１つの画素に対応する幅（１つの画素電極列に対応する
幅）としている。
【００６３】図４において、２１ａは前記液晶表示素子
２０の前側基板２１の近傍における液晶分子の配向方
向、２２ａは後側基板２２の近傍における液晶分子の配
向方向を示している。
【００６４】図４のように、前記液晶表示素子２０の各
領域Ｃ１，Ｃ２のうち、１つ置きの領域（以下、第１の
領域と言う）Ｃ１には、前側基板２１の近傍の液晶分子
を、画面の横軸ｘに対し前側から見て右回りにほぼ４５
度ずれた方向に配向させ、後側基板２２の近傍の液晶分
子を、前記横軸ｘに対し前側から見て左回りにほぼ４５
度ずれた方向に配向させる配向処理が施されており、液
晶分子は、図４に破線矢印で示したように、後側基板２
２から前側基板２１に向かい、前側から見て右回りにほ
ぼ９０度のツイスト角でツイスト配向している。
【００６５】そのため、前記１つ置きの第１の領域Ｃ１
の視角Ｄ１は、前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表示の
観察側（前側）から見て右方向にある。
【００６６】また、他の１つ置きの領域（以下、第２の
領域と言う）Ｃ２には、前側基板２１の近傍の液晶分子
を、前記第１の領域Ｃ１の前側基板２１の近傍における
液晶分子配向方向２１ａに対してほぼ正反対の方向に配
向させ、後側基板２２の近傍の液晶分子を、前記第１の
領域Ｃ１の後側基板２２の近傍における液晶分子配向方
向２２ａに対してほぼ正反対の方向に配向させる配向処
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理が施されており、液晶分子は、図４に破線矢印で示し
たように、後側基板２２から前側基板２１に向かい、前
側から見て右回りにほぼ９０度のツイスト角でツイスト
配向している。
【００６７】そのため、前記他の１つ置きの第２の領域
Ｃ２の視角Ｄ２は、前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表
示の観察側（前側）から見て左方向にある。
【００６８】なお、前記液晶表示素子２０の一対の基板
２１，２２の外面にそれぞれ配置された図示しない偏光
板はいずれも、一方の方向に透過軸をもつ通常の偏光板
であり、一方の偏光板、例えば前側偏光板は、その透過
軸を、前記第１および第２の領域Ｃ１，Ｃ２の前側基板
２１の近傍における液晶分子の配向方向２１ａのうち、
一方の領域（例えば第１の領域Ｃ１）の液晶分子配向方
向とほぼ平行にし、他方の領域（例えば第２の領域Ｃ
２）の液晶分子配向方向とほぼ直交させて前側基板２１
の外面に貼り付けられ、他方の後側偏光板は、その透過
軸を、前記前側偏光板の透過軸とほぼ直交させるか、あ
るいはほぼ平行にして後側基板２２の外面に貼り付けら
れている。
【００６９】また、この実施例の立体画像表示装置は、
前記液晶表示素子２０を駆動する表示駆動手段を備えて
いる。
【００７０】この表示駆動手段は、図示しないが、走査
側駆動回路および信号側駆動回路とその制御回路とから
なる表示駆動手段とからなっており、前記走査側駆動回
路から前記液晶表示素子２０の各ゲート配線３１に順次
ゲート信号を供給し、それに同期して前記信号側駆動回
路から前記液晶表示素子２０の右方向に視角Ｄ１をもつ
１つ置きの第１の領域Ｃ１に対応する各データ配線３１
にそれぞれ右目用の画像データ信号を供給し、左方向に
視角Ｄ２をもつ１つ置きの第２の領域Ｃ２に対応する各
データ配線３１にそれぞれ左目用の画像データ信号を供
給することにより、前記液晶表示素子２０の各領域Ｃ
１，Ｃ２のうち、右方向に視角Ｄ１をもつ１つ置きの第
１の領域Ｃ１に対応する各画素の電極間（画素電極２３
と対向電極との間）に右目用の画像データに対応する書
込み電圧を印加し、左方向に視角Ｄ２をもつ他の１つ置
きの第２の領域Ｃ２に対応する各画素の電極間に左目用
の画像データに対応する書込み電圧を印加する。
【００７１】なお、この実施例では、上述したように、
前記液晶表示素子２０右方向に視角Ｄ１をもつ１つ置き
の第１の領域Ｃ１と、左方向に視角Ｄ２をもつ他の１つ
置きの第２の領域Ｃ２とを、前記データ配線３１に沿う
画素電極列のほぼ全長に対応する領域としているため、
複数のデータ配線３１にそれぞれ供給する画像データ信
号は、右目用と左目用のいずれか一方の画像データ信号
でよく、したがって、前記表示駆動手段の構成を簡単に
することができる。
【００７２】この実施例の立体画像表示装置は、前記液
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晶表示素子２０の前記各領域Ｃ１，Ｃ２のうち、右目用
画像データに対応する書込み電圧が印加される画素に対
応する第１の領域Ｃ１の視角Ｄ１が表示の観察側から見
て右方向にあり、左目用画像データに対応する書込み電
圧が印加される画素に対応する第２の領域Ｃ２の視角Ｄ
２が表示の観察側から見て左方向にあるため、前記右目
用画像データに対応する書込み電圧が印加される画素に
対応する第１の領域Ｃ１に表示される右目用画像が表示
観察者の右目に見え、前記左目用画像データに対応する
書込み電圧が印加される画素に対応する第２の領域Ｃ２
に表示される左目用画像が表示観察者の左目に見える表
示を行ない、その右目用画像と左目用画像とが合成され
た立体画像を観察させることができ、したがって、偏光
板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立体画像を直
接観察することができる。
【００７３】なお、上記第１および第２の実施例では、
液晶表示素子１，２０を、１つの画素列に対応する領域
毎に、これらの領域の視角の方向が交互に異なる配向状
態に配向させるための配向処理を施した構成としている
が、液晶表示素子を、隣り合う複数の画素列に対応する
領域毎に、これらの領域の視角の方向が交互に異なる配
向状態に配向させるための配向処理を施した構成とし、
表示駆動手段を、隣り合う複数の画素列に対応する各領
域のうち、一方の方向に視角をもつ領域に対応する各画
素の電極間に右目用の画像データに対応する書込み電圧
を印加し、他方の方向に視角をもつ領域に対応する各画
素の電極間に左目用の画像データに対応する書込み電圧
を印加するように構成してもよい。
【００７４】その場合、視角の方向が交互に異なる各領
域の幅は、隣り合う２つまたは３つの画素列に対応する
幅が好ましく、前記各領域の幅がこの程度であれば、表
示観察者に、１つ置きの領域により表示される右目用画
像と、他の１つ置きの領域により表示される左目用画像
とがそれぞれ切れ目の無い連続した画像のように見える
ため、その右目用画像と左目用画像とが合成された品質
の良い立体画像が観察される。
【００７５】また、上記第１および第２の実施例の立体
画像表示装置は、白黒の立体画像を表示するものである
が、前記液晶表示素子２，２０の一方の基板（望ましく
は前側基板）の内面に、各画素列にそれぞれ対応させて
赤、緑、青の３色のカラーフィルタを設け、前記赤、
緑、青の３色のカラーフィルタが設けられた隣り合う３
つの画素列に対応する領域毎に、これらの領域の視角の
方向が交互に異なる配向状態に配向させるための配向処
理を施すとともに、表示駆動手段を、前記隣り合う３つ
の画素列に対応する各領域のうち、一方の方向に視角を
もつ領域に対応する３つの画素列の各画素の電極間にそ
れぞれ赤、緑、青の右目用画像データに対応する書込み
電圧を印加し、他方の方向に視角をもつ領域に対応する
３つの画素列の各画素の電極間にそれぞれ赤、緑、青の
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左目用画像データに対応する書込み電圧を印加するよう
に構成することにより、カラー立体画像を表示すること
ができる。
【００７６】さらに、上記第１および第２の実施例の立
体画像表示装置は、ＴＮ型の液晶表示素子１，２０を備
えたものであるが、液晶表示素子は、液晶層の液晶分子
を、少なくとも１つの画素に対応する幅の領域毎に、こ
れらの領域の視角の方向が交互に異なる配向状態に配向
させるための配向処理が施されたものであれば、液晶分
子を１８０～２７０度（通常は２３０～２６０度）のツ
イスト角でツイスト配向させたＳＴＮ（スーパーツイス
テッドネマティック）型のものでもよい。
【００７７】また、上記第１および第２の実施例の立体
画像表示装置は、前記液晶表示素子２または２０の後側
に反射板を配置し、表示装置の使用環境の光である外光
を利用して反射表示を行なう反射型表示装置にも、前記
液晶表示素子２または２０の後側に配置されるバックラ
イトからの光を利用して透過表示を行なう透過型表示装
置にも適用できる。
【００７８】図５はこの発明の第３の実施例を示す立体
画像表示装置の一部分の断面図であり、この実施例の立
体画像表示装置３０は、第１の液晶表示素子３１と、前
記第１の液晶表示素子３１の前後いずれかの側（この実
施例では後側）に配置された第２の液晶表示素子３２
と、前記第１および第２の液晶表示素子３１，３２を駆
動する図示しない表示駆動手段とを備えている。なお、
前記第１の液晶表示素子３１と第２の液晶表示素子３２
は、同じ画素数および画素配列のものである。
【００７９】前記第１と第２の液晶表示素子３１，３２
は、いずれも、液晶層３９を挟んで対向する前後一対の
透明基板３３，３４の内面にそれぞれ互いに対向する領
域により複数の画素を形成する透明な電極３５，３６が
設けられたものであり、前記一対の基板３３，３４は、
図示しない枠状のシール材を介して接合されており、こ
れらの基板３３，３４間の前記シール材により囲まれた
画面領域に液晶層３９が設けられている。
【００８０】なお、前記第１と第２の液晶表示素子３
１，３２は、例えば単純マトリックス型液晶表示素子で
あり、一方の基板、例えば前側基板３３の内面に設けら
れた電極３５は、行方向（画面の左右方向）に沿わせて
互いに平行に形成された複数の走査電極、後側基板３４
の内面に設けられた電極３６は、列方向（画面の上下方
向）に沿わせて互いに平行に形成された複数の信号電極
である。
【００８１】また、前記第１と第２の液晶表示素子３
１，３２の一対の基板３３，３４の内面にはそれぞれ前
記電極３５，３６を覆って配向膜３７，３８が設けられ
ており、これらの配向膜３７，３８に、前記液晶層３９
の液晶分子を所定の配向状態に配向させるための配向処
理が施されている。
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【００８２】前記配向処理は、第１と第２の液晶表示素
子３１，３２とで異ならせてあり、第１の液晶表示素子
３１には、その液晶層３９の液晶分子を一方の方向に視
角をもつ配向状態に配向させるための配向処理が施さ
れ、第２の液晶表示素子３２には、その液晶層３９の液
晶分子を前記第１の液晶表示素子３１の視角の方向とは
異なる方向に視角をもつ配向状態に配向させるための配
向処理が施されている。
【００８３】なお、前記第１と第２の液晶表示素子３
１，３２は、いずれも、液晶層３９の液晶分子を一対の
基板３３，３４間においてほぼ９０度のツイスト角でツ
イスト配向させるとともに、前記一対の基板３３，３４
の外面にそれぞれ偏光板４０，４１，４２を配置したＴ
Ｎ型のものであり、前側に配置された第１の液晶表示素
子３１の後側の偏光板４１は、後側に配置された第２の
液晶表示素子３２の前側偏光板を兼ねている。
【００８４】以下、前側に配置された第１の液晶表示素
子３１を前側液晶表示素子、後側に配置された第２の液
晶表示素子３２を後側液晶表示素子と言い、前側液晶表
示素子３１の前側の偏光板４０を前側偏光板、前側液晶
表示素子３１の後側偏光板と後側液晶表示素子３２の前
側偏光板を兼ねる偏光板４１を中間偏光板、後側液晶表
示素子３２の後側の偏光板４２を後側偏光板と言う。
【００８５】この実施例では、前記前側と後側の液晶表
示素子３１，３２のうち、一方の液晶表示素子、例えば
前側液晶表示素子３１に、液晶分子を表示の観察側（前
側）から見て右方向に視角をもつ配向状態に配向させる
ための配向処理を施し、他方の後側液晶表示素子３２
に、液晶分子を表示の観察側から見て左方向に視角をも
つ配向状態に配向させるための配向処理を施している。
【００８６】図６は、前記前側液晶表示素子３１と後側
液晶表示素子３２の一対の基板３３，４３の近傍におけ
る液晶分子の配向方向３３ａ，３４ａと、前記前側偏光
板４０と中間偏光板４１と後側偏光板４２の透過軸４１
ａ，４１ａ，４２ａの向きを示している。
【００８７】図６のように、前記前側液晶表示素子３１
には、その前側基板３３の近傍の液晶分子を、画面の横
軸ｘに対し前側から見て右回りにほぼ４５度ずれた方向
に配向させ、後側基板３４の近傍の液晶分子を、前記横
軸ｘに対し前側から見て左回りにほぼ４５度ずれた方向
に配向させる配向処理が施されており、液晶分子は、図
に破線矢印で示したように、後側基板３４から前側基板
３３に向かい、前側から見て右回りにほぼ９０度のツイ
スト角でツイスト配向している。
【００８８】そのため、この前側液晶表示素子３１は、
前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表示の観察側（前側）
から見て右方向に視角Ｅ１をもっている。
【００８９】また、前記後側液晶表示素子３２には、そ
の前側基板３３の近傍の液晶分子を、前記前側液晶表示
素子３１の前側基板３３の近傍における液晶分子配向方
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向３３ａに対してほぼ正反対の方向に配向させ、後側基
板３４の近傍の液晶分子を、前記前側液晶表示素子３１
の後側基板３４の近傍における液晶分子配向方向３４ａ
に対してほぼ正反対の方向に配向させる配向処理が施さ
れており、液晶分子は、図に破線矢印で示したように、
後側基板３４から前側基板３３に向かい、前側から見て
右回りにほぼ９０度のツイスト角でツイスト配向してい
る。
【００９０】そのため、この後側液晶表示素子３２は、
前記横軸ｘに沿った方向で、且つ表示の観察側（前側）
から見て左方向に視角Ｅ２をもっている。
【００９１】そして、前記前側偏光板４０は、その透過
軸４０ａを前側液晶表示素子３１の前側基板３３の近傍
における液晶分子の配向方向３３ａとほぼ直交させて配
置され、前記中間偏光板４１は、その透過軸４１ａを前
記前側偏光板４０の透過軸４０ａとほぼ直交させて配置
され、後側偏光板４２は、その透過軸４２ａを前記中間
偏光板４１の透過軸４１ａとほぼ直交させて配置されて
いる。
【００９２】一方、前記前側および後側液晶表示素子３
１，３２を駆動する表示駆動手段は、図示しないが、右
方向に視角Ｅ１をもつ前側液晶表示素子３１の各画素の
電極３５，３６間に右目用画像データに対応する書込み
電圧を印加する前側素子駆動系と、左方向に視角Ｅ２を
もつ後側液晶表示素子３２の各画素の電極３５，３６間
に左目用画像データに対応する書込み電圧を印加する後
側素子駆動系とからなっており、前記前側液晶表示素子
３１への右目用画像データの書込みと、前記後側液晶表
示素子３２への左目用画像データの書込みとを交互に行
なうとともに、前記前側液晶表示素子３１への右目用画
像データの書込み中は、前記後側液晶表示素子３２の全
ての画素を光を透過させる状態に制御し、前記後側液晶
表示素子３２への左目用画像データの書込み中は、前記
前側液晶表示素子３１の全ての画素を光を透過させる状
態に制御するように構成されている。
【００９３】この立体画像表示装置３０は、前記前側と
後側の液晶表示素子３１，３２のうち、右目用画像デー
タに対応する書込み電圧が印加される前側液晶表示素子
３１の視角Ｅ１が表示の観察側から見て右方向にあり、
左目用画像データに対応する書込み電圧が印加される後
側液晶表示素子３２の視角Ｅ２が表示の観察側から見て
左方向にあるため、前記右目用画像データに対応する書
込み電圧が印加される一方の液晶表示素子３１により表
示される右目用画像が表示観察者の右目に見え、前記左
目用画像データに対応する書込み電圧が印加される他方
の液晶表示素子３２により表示される左目用画像が表示
観察者の左目に見える表示を行ない、その右目用画像と
左目用画像とが合成された立体画像を観察させることが
できる。
【００９４】なお、この立体画像表示装置３０は、右目
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用画像を表示する液晶表示素子３１と左目用画像を表示
する液晶表示素子３２とを重ねて配置したものである
が、上述したように、前記前側液晶表示素子３１への右
目用画像データの書込みと、前記後側液晶表示素子３２
への左目用画像データの書込みは交互に行なわれ、ま
た、前側液晶表示素子３１への右目用画像データの書込
み中は後側液晶表示素子３２の全ての画素が光を透過さ
せる状態に制御され、前記後側液晶表示素子３２への左
目用画像データの書込み中は前側液晶表示素子３１の全
ての画素を光を透過させる状態に制御されるため、一方
の液晶表示素子３１により表示される右目用画像が表示
観察者の右目に見え、他方の液晶表示素子３２により表
示される左目用画像が表示観察者の左目に見える。
【００９５】したがって、この立体画像表示装置３０に
よれば、従来の表示装置のように偏光板を備えた観察用
眼鏡を用いることなく、立体画像を直接観察することが
できる。
【００９６】図７はこの発明の第４の実施例を示す立体
画像表示装置の側面図であり、（ａ）は第１と第２の液
晶表示素子３１，３２の画面を正面方向に向けた状態、
（ｂ）は前記第１と第２の液晶表示素子３１，３２の画
面を正面方向に対して斜めに傾いた方向に向けた状態を
示している。
【００９７】この実施例の立体画像表示装置３０ａは、
右目用画像を表示する右方向に視角をもった第１の液晶
表示素子３１の前後いずれかの側（この実施例では後
側）に、左目用画像を表示する左方向に視角をもった第
２の液晶表示素子３２を配置するとともに、これらの液
晶表示素子３１，３２を、傾動機構４４により互いに相
反する方向に傾動させるようにしたものである。
【００９８】なお、前記第１の液晶表示素子（以下、前
側液晶表示素子と言う）３１と第２の液晶表示素子３２
（以下、後側液晶表示素子と言う）３２は、図５および
図６に示した第３の実施例の液晶表示素子３１，３２と
同じものである。また、この実施例の立体画像表示装置
３０ａも、前記第３の実施例と同じ構成の表示駆動手段
を備えている。
【００９９】前記傾動機構４４は、前後一対の枠状プレ
ート４５ａ，４５ｂを備えており、前側液晶表示素子３
１は前側の枠状プレート４５ａに支持され、後側液晶表
示素子３２は後側の枠状プレート４５ｂに支持されてい
る。
【０１００】なお、前側液晶表示素子３１の前側偏光板
４０は、前記前側液晶表示素子３１の前側基板３３の外
面に貼り付けられ、後側液晶表示素子３２の後側偏光板
４２は、前記後側液晶表示素子３２の後側基板３４の外
面に貼り付けられており、前側液晶表示素子３１の後側
偏光板と後側液晶表示素子３２の前側偏光板とを兼ねる
中間偏光板４１は、図のように前側液晶表示素子３１の
後側基板３４の外面に貼り付けられるか、あるいは後側
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液晶表示素子３２の前側基板３３の外面に貼り付けられ
ている。
【０１０１】前記一対の枠状プレート４５ａ，４５ｂは
それぞれ、その一端を、定位置に設けられた固定部材４
６に前後方向に所定の間隔をおいて枢支されており、前
記固定部材４６に対する枢支点を中心として前後方向に
傾動可能に設けられている。また、前記一対の枠状プレ
ート４５ａ，４５ｂの他端は、一端部にナット部材４８
が固定された前後一対の可動部材４７にそれぞれ枢支さ
れている。
【０１０２】一方、前記枠状プレート４５ａ，４５ｂの
他端側の側方には、両端側に互いに逆向きのネジ部が形
成され、一端に回転操作摘み４９ａが設けられたネジ付
きシャフト４９が、表示装置３０ａの画面の法線（前側
と後側の液晶表示素子３１，３２の画面を正面方向に向
けた状態における両方の液晶表示素子３１，３２の画面
の法線）と平行に配置されている。このネジ付きシャフ
ト４９は、定位置に設けられたシャフト受け５０に、軸
方向の移動を拘束されて回転可能に支持されている。
【０１０３】そして、前記一対の枠状プレート４５ａ，
４５ｂの他端をそれぞれ枢支する前後一対の可動部材４
７は、前記ネジ付きシャフト２９の両端側のネジ部にそ
れぞれ前記ナット部材４８を介して螺合装着されてい
る。
【０１０４】また、前記一対の可動部材４７は、前記ネ
ジ付きシャフト２９に対する可動部材４７のガタつきを
吸収するためのバネ部材（例えば引張りコイルバネ）５
１により連結されている。
【０１０５】この傾動機構４４は、前記ネジ付きシャフ
ト２９の回転により、前側の枠状プレート４５ａに支持
された前側液晶表示素子３１と、後側の枠状プレート４
５ｂに支持された後側液晶表示素子３２とを互いに相反
する方向に傾動させるものであり、前記ネジ付きシャフ
ト２９を一方の方向に回転させると、前後一対の可動部
材４７が前記ネジ付きシャフト２９のネジ送り作用によ
り互いに接近する方向に移動される。
【０１０６】そのため、前記ネジ付きシャフト２９を一
方の方向に回転させると、図７の（ｂ）のように、前側
の枠状プレート４５ａに支持された前側液晶表示素子
（右目用画像を表示する右方向に視角をもった液晶表示
素子）３１が、表示装置３０ａの法線に対して右方向に
傾いた方向に画面が向いた状態に傾動され、後側の枠状
プレート４５ｂに支持された後側液晶表示素子（左目用
画像を表示する左方向に視角をもった液晶表示素子）３
２が、表示装置３０ａの法線に対して左方向に傾いた方
向に画面が向いた状態に傾動される。
【０１０７】また、前記ネジ付きシャフト２９を逆方向
に回転させると、前後一対の可動部材４６が互いに離間
する方向に移動され、前側液晶表示素子３１と後側液晶
表示素子３２が、図７の（ａ）のように表示装置３０ａ
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の法線方向に画面が向いた状態になり、さらに前記ネジ
付きシャフト２９を逆方向に回転させると、前側液晶表
示素子３１が表示装置３０ａの法線に対して左方向に傾
いた方向に画面が向いた状態に傾動され、後側液晶表示
素子３２が表示装置３０ａの法線に対して右方向に傾い
た方向に画面が向いた状態に傾動される。
【０１０８】この実施例の立体画像表示装置３０ａは、
前側液晶表示素子３１と後側液晶表示素子３２とを、互
いに相反する方向に傾動可能に設けたものであるため、
前記液晶表示素子３１，３２の視角を表示の観察距離に
合わせて調整することができ、したがって、良好な立体
画像を観察できる観察距離範囲を広くすることができ
る。
【０１０９】すなわち、表示装置の表示は正面方向から
観察されるが、表示観察者の右目による観察方向と左目
により観察方向はそれぞれ正面方向に対して斜めにずれ
た方向である。
【０１１０】そのため、例えば前記前側と後側の液晶表
示素子３１，３２の画面が図７の（ａ）のように正面方
向に向いている状態で表示を観察すると、観察距離が前
記液晶表示素子３１，３２の視角に合ったときに、前側
液晶表示素子３１により表示される右目用画像と後側液
晶表示素子３２により表示される左目用画像とが表示観
察者の右目と左目にはっきり見えるが、観察距離を変え
ると、右目用画像と左目用画像がはっきり見えなくなっ
て良好な立体画像を観察することができなくなる。
【０１１１】しかし、この実施例の立体画像表示装置３
０ａは、前側液晶表示素子３１と後側液晶表示素子３２
とを互いに相反する方向に傾動させることにより、表示
観察者の目の位置から液晶表示素子３１，３２の画面ま
での距離を変化させることができるため、両方の液晶表
示素子３１，３２の視角を、表示の観察距離に合わせ
て、前側液晶表示素子３１により表示される右目用画像
と後側の液晶表示素子３２により表示される左目用画像
とが表示観察者の右目と左目にはっきり見えるように調
整することができ、したがって、良好な立体画像を観察
することができる観察距離範囲を広くすることができ
る。
【０１１２】なお、上記第３および第４の実施例の立体
画像表示装置３０，３０ａは、行方向に沿う複数の走査
電極３５と列方向に沿う複数の信号電極３６とを有する
単純マトリックス型液晶表示素子３１，３２を備えたも
のであるが、第１と第２の液晶表示素子は、数字や文字
等の表示パターンに対応する形状に形成された複数の走
査電極と信号電極を有する単純マトリックス型液晶表示
素子でもよく、また、ＴＦＴまたはＭＩＭ（２端子の非
線型抵抗素子）を能動素子とするアクティブマトリック
ス型液晶表示素子でもよい。さらに、前記液晶表示素子
は、ＴＮ型のものに限らず、ＳＴＮ型のものでもよい。
【０１１３】また、上記第３および第４の実施例の立体
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画像表示装置３０は、後側液晶表示素子３２の後側に反
射板を配置し、表示装置の使用環境の光である外光を利
用して反射表示を行なう反射型表示装置にも、前記後側
液晶表示素子３２の後側に配置されるバックライトから
の光を利用して透過表示を行なう透過型表示装置にも適
用できる。
【０１１４】さらに、上述した第１～第４の実施例の表
示装置は、いずれも立体画像を表示するものであるが、
この発明は、例えば対戦ゲーム画像等のような２方向か
ら観察される画像を表示する２方向観察型表示装置にも
適用することができる。
【０１１５】図８は、２方向観察型表示装置の一例を示
す使用状態図であり、この２方向観察型表示装置５２
は、その画面を上に向けた状態で配置され、表示装置５
２の一方の側から画面を見る一方の観察者５４ａに、そ
の観察者用の画像を観察させ、表示装置５２の反対側か
ら画面を見る他方の観察者５４ｂに、その観察者用の画
像を観察させる。
【０１１６】なお、この２方向観察型表示装置５２は、
例えば対戦ゲーム画像を表示するものであり、各観察者
（対戦者）はそれぞれ、表示装置５２により表示される
自分用の画像を見ながら、表示装置５２の両側にそれぞ
れ配置されたキーボード５３ａ，５３ｂを操作して対戦
ゲームを行なう。
【０１１７】図９は、上記２方向観察型表示装置５２の
表示される一方の観察者用と他方の観察者用の画像の一
例を示しており、（ａ）は一方の観察者用の画像を示
し、（ｂ）は他方の観察者用の画像を示している。
【０１１８】この画像は、トランプによる対戦ゲーム画
像であり、（ａ）に示した一方の観察者用の画像は、そ
の観察者の持ち札が５４が表向きで表示され、対戦相手
である他方の観察者の持ち札５５と未配札５６が裏向き
で表示される画像、（ｂ）に示した他方の観察者用の画
像は、その観察者の持ち札が５５が表向きで表示され、
対戦相手である前記一方の観察者の持ち札５４と未配札
５６が裏向きで表示される画像である。
【０１１９】このような２方向観察型表示装置にこの発
明を適用する場合は、上述した第１～第４の実施例の立
体画像表示装置の表示駆動手段を、液晶表示素子に一方
の観察者用の画像データに対応する書込み電圧と他方の
観察者用の画像データに対応する書込み電圧とを印加す
る構成のものに変更すればよい。
【０１２０】すなわち、この発明の表示装置のうち、上
述した第１および第２の実施例に対応する発明の表示装
置は、基本的に、液晶層を挟んで対向する一対の基板の
内面にそれぞれ互いに対向する領域により行方向および
列方向に配列する複数の画素を形成する電極が設けられ
るとともに、前記液晶層の液晶分子を、少なくとも１つ
の画素に対応する幅の領域毎に、これらの領域の視角の
方向が交互に異なる配向状態に配向させるための配向処
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理が施されてなる液晶表示素子と、前記液晶表示素子の
前記各領域のうち、一方の方向に視角をもつ領域に対応
する各画素の電極間に第１の画像データに対応する書込
み電圧を印加し、他方の方向に視角をもつ領域に対応す
る各画素の電極間に第２の画像データに対応する書込み
電圧を印加する表示駆動手段とを備えたことを特徴とす
るものである。
【０１２１】したがって、前記第１および第２の実施例
に対応する発明を２方向観察型表示装置に適用する場合
は、前記液晶表示素子を、少なくとも１つの画素に対応
する幅の各領域のうち、１つ置きの領域に、その領域の
液晶分子を一方の方向に視角をもつ配向状態に配向させ
るための配向処理が施され、他の１つ置きの領域にそれ
ぞれ、その領域の液晶分子を前記一方の方向とは反対の
方向に視角をもつ配向状態に配向させるための配向処理
が施された構成とするとともに、前記液晶表示素子を駆
動する表示駆動手段を、前記液晶表示素子の前記各領域
のうち、一方の方向に視角をもつ１つ置きの領域に対応
する各画素の電極間に一方の観察者用の画像データに対
応する書込み電圧を印加し、反対方向に視角をもつ１つ
置きの領域に対応する各画素の電極間に他方の観察者用
の画像データに対応する書込み電圧を印加するように構
成すればよい。
【０１２２】この２方向観察型表示装置は、前記液晶表
示素子の前記各領域のうち、一方の観察者用画像データ
に対応する書込み電圧が印加される画素に対応する領域
の視角が一方の方向にあり、他方の観察者用画像データ
に対応する書込み電圧が印加される画素に対応する領域
の視角が反対方向にあるため、表示装置の一方の側から
画面を見る一方の観察者に、その観察者用の画像データ
に対応する書込み電圧が印加された画素に対応する領域
に表示される一方の観察者用画像を観察させ、表示装置
の反対側から画面を見る他方の観察者に、その観察者用
の画像データに対応する書込み電圧が印加された画素に
対応する領域に表示される他方の観察者用画像を観察さ
せることができる。
【０１２３】そのため、この２方向観察型表示装置によ
れば、偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、対
戦ゲーム画像等のような２方向から観察される画像を直
接観察することができる。
【０１２４】また、この発明の表示装置のうち、上述し
た第３および第４の実施例に対応する表示装置は、基本
的に、液晶層を挟んで対向する一対の基板の内面にそれ
ぞれ互いに対向する領域により複数の画素を形成する電
極が設けられるとともに、前記液晶層の液晶分子を一方
の方向に視角をもつ配向状態に配向させるための配向処
理が施されてなる第１の液晶表示素子と、液晶層を挟ん
で対向する一対の基板の内面にそれぞれ互いに対向する
領域により複数の画素を形成する電極が設けられるとと
もに、前記液晶層の液晶分子を前記第１の液晶表示素子
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の視角の方向とは異なる方向に視角をもつ配向状態に配
向させるための配向処理が施されてなり、前記第１の液
晶表示素子の前後いずれかの側に配置された第２の液晶
表示素子と、前記第１の液晶表示素子の各画素の電極間
に第１の画像データに対応する書込み電圧を印加し、前
記第２の液晶表示素子の各画素の電極間に第２の画像デ
ータに対応する書込み電圧を印加する表示駆動手段とを
備えたことを特徴とするものである。
【０１２５】したがって、前記第３および第４の実施例
に対応する発明を２方向観察型表示装置に適用する場合
は、前記第１と第２の液晶表示素子のうち、一方の液晶
表示素子を、液晶分子を一方の方向に視角をもつ配向状
態に配向させる配向処理が施された構成とし、他方の液
晶表示素子を、液晶分子を前記一方の方向とは反対の方
向に視角をもつ配向状態に配向させる配向処理が施され
た構成とするとともに、前記第１と第２の液晶表示素子
を駆動する表示駆動手段を、前記第１と第２の液晶表示
素子の液晶表示素子のうち、一方の方向に視角をもつ一
方の液晶表示素子の各画素の電極間に一方の観察者用の
画像データに対応する書込み電圧を印加し、反対方向に
視角をもつ他方の液晶表示素子の各画素の電極間に他方
の観察者用の画像データに対応する書込み電圧を印加す
るように構成すればよい。
【０１２６】この２方向観察型表示装置は、一方の観察
者用画像データに対応する書込み電圧が印加される一方
の液晶表示素子の視角が一方の方向にあり、他方の観察
者用画像データに対応する他方の液晶表示素子の視角が
反対方向にあるため、表示装置の一方の側から画面を見
る一方の観察者に、その観察者用の画像データに対応す
る書込み電圧が印加された一方の液晶表示素子により表
示される一方の液晶表示素子により表示される一方の観
察者用画像を観察させ、表示装置の反対側から画面を見
る他方の観察者に、その観察者用の画像データに対応す
る書込み電圧が印加された他方の液晶表示素子により表
示される他方の観察者用画像を観察させることができ
る。
【０１２７】そのため、この２方向観察型表示装置によ
れば、偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立
体画像、あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向か
ら観察される画像を直接観察することができる。
【０１２８】
【発明の効果】この発明の表示装置は、液晶表示素子の
視角の方向を、少なくとも１つの画素に対応する幅の領
域毎に交互に異ならせ、前記液晶表示素子の前記各領域
のうち、一方の方向に視角をもつ領域に、その領域に対
応する各画素の電極間への第１の画像データに対応する
書込み電圧の印加により前記第１の画像データに応じた
画像を表示させ、他方の方向に視角をもつ領域に、その
領域に対応する各画素の電極間への第２の画像データに
対応する書込み電圧の印加により前記第２の画像データ
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に応じた画像を表示させるものであるため、偏光板を備
えた観察用眼鏡を用いることなく、立体画像、あるい
は、対戦ゲーム画像等のような２方向から観察される画
像を直接観察することができる。
【０１２９】この表示装置において、前記液晶表示素子
の視角方向が交互に異なる各領域は、前記液晶表示素子
の少なくとも１つの画素列のほぼ全長にわたって連続す
る帯状の領域であるのが望ましく、このようにすること
により、前記各領域に、むらの無い均一な配向処理を施
すことができる。
【０１３０】また、前記液晶表示素子が、一方の基板の
内面に、複数の走査電極が行方向に沿わせて互いに平行
に設けられ、他方の基板の内面に、複数の信号電極が列
方向に沿わせて互いに平行に設けられた単純マトリック
ス液晶表示素子である場合、前記視角方向が交互に異な
る各領域は、データ信号が供給される前記信号電極のほ
ぼ全長に対応する領域であるのが望ましく、このように
することにより、前記複数の信号電極にそれぞれ供給す
る画像データ信号を右目用と左目用のいずれか一方の画
像データ信号とし、前記表示駆動手段の構成を簡単にす
ることができる。
【０１３１】さらに、前記液晶表示素子が、一方の基板
の内面に、行方向および列方向に配列する複数の画素電
極と、これらの画素電極にそれぞれ接続された複数のＴ
ＦＴと、各行の前記ＴＦＴにそれぞれゲート信号を供給
する複数のゲート配線と、各列の前記ＴＦＴにそれぞれ
データ信号を供給する複数のデータ配線とが設けられ、
他方の基板の内面に、前記複数の画素電極と対向する対
向電極が設けられたアクティブマトリックス液晶表示素
子である場合、前記視角方向が交互に異なる各領域は、
前記データ配線に沿う画素電極列のほぼ全長に対応する
領域であるのが望ましく、このようにすることにより、
前記複数のデータ配線にそれぞれ供給する画像データ信
号を右目用と左目用のいずれか一方の画像データ信号と
し、前記表示駆動手段の構成を簡単にすることができ
る。
【０１３２】また、この発明の他の表示装置は、液晶分
子を一方の方向に視角をもつ配向状態に配向させるため
の配向処理が施された第１の液晶表示素子の前後いずれ
かの側に、液晶分子を前記第１の液晶表示素子の視角の
方向とは異なる方向に視角をもつ配向状態に配向させる
ための配向処理が施された第２の液晶表示素子を配置
し、前記第１の液晶表示素子に、その各画素の電極間へ
の第１の画像データに対応する書込み電圧の印加により
前記第１の画像データに応じた画像を表示させ、前記第
２の液晶表示素子に、その各画素の電極間への第２の画
像データに対応する書込み電圧の印加により前記第２の
画像データに応じた画像を表示させるものであるため、
偏光板を備えた観察用眼鏡を用いることなく、立体画
像、あるいは、対戦ゲーム画像等のような２方向から観
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察される画像を直接観察することができるようにしたも
のである。
【０１３３】この表示装置において、前記第１の液晶表
示素子と第２の液晶表示素子は、互いに相反する方向に
傾動可能に設けるのが望ましく、このようにすることに
より、前記第１と第２の液晶表示素子の視角を表示の観
察距離に合わせて調整できるようにし、良好な立体画像
を観察できる観察距離範囲を広くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示す立体画像表示装
置の正面図。
【図２】第１の実施例の立体画像表示装置を構成する液
晶表示素子の一部分の拡大断面図。
【図３】前記液晶表示素子の配向処理状態を示す一部分
の拡大正面図。
【図４】この発明の第２の実施例を示す立体画像表示装
置を構成する液晶表示素子の一部分の正面図。
【図５】この発明の第３の実施例を示す立体画像表示装
置の一部分の断面図。
【図６】第３の実施例の前側液晶表示素子と後側液晶表
示素子の一対の基板の近傍における液晶分子の配向方向
と、前記前側偏光板と中間偏光板と後側偏光板の透過軸
の向きを示す図。
【図７】この発明の第４の実施例を示す立体画像表示装
置の第１と第２の液晶表示素子の画面を正面方向に向け
た状態と正面方向に対して斜めに傾いた方向に向けた状
態の側面図。
【図８】２方向観察型表示装置の一例を示す使用状態
図。
【図９】２方向観察型表示装置により表示される一方の
観察者用と他方の観察者用の画像の一例を示す図。
【符号の説明】
１…立体画像表示装置
２…液晶表示素子
３，４…基板
３ａ，３ａ…基板近傍における液晶分子の配向方向
５…走査電極
６…信号電極
７，８…配向膜
１０…液晶層
１２，１２…偏光板
Ａ１，Ａ２…画素列に対応する領域
Ｂ１，Ｂ２…視角
１３…表示駆動手段
２０…液晶表示素子
２１，２２…基板
２１ａ，２２ａ…基板近傍における液晶分子の配向方向
２３…画素電極
２４…ＴＦＴ
３０…ゲート配線
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３１…データ配線
Ｃ１，Ｃ２…画素列に対応する領域
Ｄ１，Ｄ２…視角
３０，３０ａ…立体画像表示装置
３１，３２…液晶表示素子
３３，３４…基板
３３ａ，３４ａ…基板近傍における液晶分子の配向方
向 *
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*３５，３６…電極
３７，３８…配向膜
３９…液晶層
４０，４１，４２…偏光板
Ｅ１，Ｅ２…視角
４４…傾動機構
５２…２方向観察型表示装置

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図８】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种显示装置，其使得用户能够从两个方向直接观
察要观察的图像，如在立体图像或竞赛游戏图像中，而不使用提供有偏
振板的观察用眼镜。解决方案：液晶显示元件1的视角B1和B2的方向由
具有对应于至少一个像素的宽度的区域A1和A2交替地不同，并且对应于
第一图像数据的图像显示在具有对应于至少一个像素的图像A1中。通过
将对应于第一图像数据的写入电压施加到与区域A1对应的像素的电极，
并且显示与第二图像数据对应的图像，在元件1的各个区域A1和A2中的
一个方向上的视角B1通过将对应于第二图像数据的写入电压施加到与区
域A2对应的像素的电极，在另一方向上具有视角B2的区域A2中。
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